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第４回 産総研北海道センター講演会  

「温泉発電の可能性について」  

貴社・所属部署名：  氏名：  
 
E-mail:               TEL:    

貴社・所属部署名：  
 

氏名：  
 
E-mail:               TEL:    

貴社・所属部署名：  
 

氏名：  
 
E-mail:               TEL:   

申込み・問合せ先：（独） 産業技術総合研究所 北海道センター 担当：佐瀬 宛  
E-mail：sgk-seminar-ml@aist.go.jp  FAX：011-219-3351   TEL:011-219-3359  

申し込みフォーム https://www.hint-sapporo.jp/seminars/index/38 

参加申込は以下のE-mail、FAX又は申し込みフォームからお申し込みください。定員になりしだい締め切らせて い
ただきます。  

※ご提供頂いた個人情報は、お申込みの確認及び産総研講演会のご案内以外には使用しません。 
 

 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。  

 独立行政法人産業技術総合研究所では、地域の研究者、行政機関、民間企業の方々などに広く
興味を持っていただけそうな トピックについて、専門家をお招きして講演会を開催しております。  

 第４回目の講演会は「温泉発電の可能性について」をテーマとして、下記のとおり開催いたします。 

お気軽にご参加ください。多くの方々のご参加をお待ちしております。  

 

記 
 

  

 

日 時：平成２５年３月２７日（水）  17:00～18:00  

場 所：Ｒ＆Ｂパーク札幌大通りサテライト（ＨｉＮＴ）  

    （札幌市中央区大通西５丁目８番地 昭和ビル１階 地下鉄大通駅１番出口直結 ）  

共 催：（独）産業技術総合研究所北海道センター、 Ｒ＆Ｂパーク札幌大通りサテライト  

参加費：無料（定員30名）  

 

＜講師＞ 

 （独）産業技術総合研究所 地圏資源環境研究部門 地熱資源研究グループ 

   柳澤 教雄 主任研究員 

 

 現在、高温温泉の余剰熱を利用して発電する温泉発電が注目を集めている。北海道は、高温
の温泉が多いこともあり、温泉発電のポテンシャルは全国の1/3程度を占めるものである。温泉発
電は地域の独自電源となり、発電後に温泉や地域暖房、融雪に利用できたりするメリットもある。
しかし、温泉向けの小型発電機の導入例は少なく、コストなどの課題も残されている。ここでは、
新潟県松之山温泉で実施した温泉発電プロジェクトなどを例に、温泉発電の可能性と導入に向
けての留意点を紹介する。 
 

＜産総研北海道センター講演会参加申込書＞ 


